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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】被包装物から香料成分および水分が抜けにくい
包装袋を提供する。
【解決手段】２軸延伸ポリプロピレン層６とポリ塩化ビ
ニリデン層４との積層体８またはポリエチレンテレフタ
ラート層６とポリ塩化ビニリデン層４との積層体８に、
キャストポリプロピレン層１０またはリニアローデンシ
ティポリエチレン層１０が積層したフィルム２を袋状と
した。フィルムの水蒸気透過度は、４．０ｇ／（ｍ２・
ｄａｙ）以下である。積層体の厚みは、５～８０μｍ、
キャストポリプロピレン層またはリニアローデンシティ
ポリエチレン層の厚みは１０～８０μｍである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２軸延伸ポリプロピレン層とポリ塩化ビニリデン層との積層体またはポリエチレンテレ
フタラート層とポリ塩化ビニリデン層との積層体に、キャストポリプロピレン層またはリ
ニアローデンシティポリエチレン層が積層したフィルムを袋状とした包装袋。
【請求項２】
　前記フィルムの水蒸気透過度は、４．０ｇ／（ｍ２・ｄａｙ）以下である請求項１記載
の包装袋。
【請求項３】
　前記積層体の厚みは、５～８０μｍ、前記キャストポリプロピレン層またはリニアロー
デンシティポリエチレン層の厚みは１０～８０μｍである請求項１または２記載の包装袋
。
【請求項４】
　前記キャストポリプロピレン層またはリニアローデンシティポリエチレン層が袋の内側
となる請求項１～３の何れか一項に記載の包装袋。
【請求項５】
　おしぼりと、請求項１～４の何れか一項に記載の包装袋とを含み、前記包装袋により前
記おしぼりを密封包装したおしぼり個装体。
【請求項６】
　香気製品と、請求項１～４の何れか一項に記載の包装袋とを含み、前記包装袋により香
気製品を密封包装した香気製品個装体。
【請求項７】
　請求項１～４の何れか一項に記載の包装袋を製造するための包装袋の製造方法であって
、
　２軸延伸ポリプロピレン層とポリ塩化ビニリデン層との積層体またはポリエチレンテレ
フタラート層とポリ塩化ビニリデン層との積層体と、キャストポリプロピレン層またはリ
ニアローデンシティポリエチレン層とを積層させる積層工程と、
　前記フィルムをヒートシールすることにより袋状とするヒートシール工程と
を含む包装袋の製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は包装袋、おしぼり個装体、香気製品個装体および包装袋の製造方法に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、紙おしぼりの製造工程において香料液を用いることにより賦香された紙おしぼり
の製造が行われている（例えば、特許文献１参照）。また、この紙おしぼりは賦香された
後、所定のサイズに切断され、包装フィルムにより包装されることにより個装されている
。この紙おしぼりの包装袋としては、ポリプロピレンからなるフィルムからなる包装袋が
用いられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－４２３８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、ポリプロピレンのフィルムからなる包装袋を用いた場合、フィルムを介して賦
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香された紙おしぼりから香料成分が抜けるため、長期間の保管には適していなかった。ま
た、紙おしぼりの長期間の保管する際には、おしぼりが十分に水分を含んだ状態で保管す
る必要がある。
　本発明の目的は、被包装物から香料成分および水分が抜けにくい包装袋および包装袋の
製造方法を提供すること、また、この包装袋を用いたおしぼり個装体および香気製品個装
体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、上記課題に鑑みて鋭意検討を重ねた結果、所定の種類の層を３層含んで
なるフィルムにより形成される包装袋により上記目的を達成できることを見出し、本発明
を完成させるに至った。
【０００６】
　即ち、本発明によれば、
（１）　２軸延伸ポリプロピレン層とポリ塩化ビニリデン層との積層体またはポリエチレ
ンテレフタラート層とポリ塩化ビニリデン層との積層体に、キャストポリプロピレン層ま
たはリニアローデンシティポリエチレン層が積層したフィルムを袋状とした包装袋、
（２）　前記フィルムの水蒸気透過度は、４．０ｇ／（ｍ２・ｄａｙ）以下である（１）
記載の包装袋、
（３）　前記積層体の厚みは、５～８０μｍ、前記キャストポリプロピレン層またはリニ
アローデンシティポリエチレン層の厚みは１０～８０μｍである（１）または（２）記載
の包装袋、
（４）　前記キャストポリプロピレン層またはリニアローデンシティポリエチレン層が袋
の内側となる（１）～（３）の何れかに記載の包装袋、
（５）　おしぼりと、（１）～（４）の何れかに記載の包装袋とを含み、前記包装袋によ
り前記おしぼりを密封包装したおしぼり個装体、
（６）　香気製品と、（１）～（４）の何れかに記載の包装袋とを含み、前記包装袋によ
り香気製品を密封包装した香気製品個装体、
（７）　（１）～（４）の何れかに記載の包装袋を製造するための包装袋の製造方法であ
って、２軸延伸ポリプロピレン層とポリ塩化ビニリデン層との積層体またはポリエチレン
テレフタラート層とポリ塩化ビニリデン層との積層体と、キャストポリプロピレン層また
はリニアローデンシティポリエチレン層とを積層させる積層工程と、前記フィルムをヒー
トシールすることにより袋状とするヒートシール工程とを含む包装袋の製造方法
が提供される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の包装袋によれば、被包装物から香料成分および水分が抜けにくい包装袋および
包装袋の製造方法を提供することができる。また、この包装袋を用いたおしぼり個装体お
よび香気製品個装体を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に用いるフィルムの積層構成を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の包装袋について説明する。本発明の包装袋は、２軸延伸ポリプロピレン
（ＯＰＰ）層とポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）層との積層体またはポリエチレンテレフ
タラート（ＰＥＴ）層とポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）層との積層体に、キャストポリ
プロピレン（ＣＰＰ）層またはリニアローデンシティポリエチレン（Ｌ－ＬＤＰＥ）層が
積層したフィルムを袋状としたものである。
【００１０】
　図１は、フィルムの構成を示す模式図である。図１に示すように本発明に用いるフィル
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ム２は、Ａ層４およびＢ層６を有する積層体８と、キャストポリプロピレン層またはリニ
アローデンシティポリエチレン層１０（以下、「Ｃ層１０」ということがある。）を有し
ている。
【００１１】
　ここで、積層体８は、２軸延伸ポリプロピレン層およびポリ塩化ビニリデン層を有する
ＫＯＰフィルムまたはポリエチレンテレフタラート層およびポリ塩化ビニリデン層を有す
るＫＥＴフィルムである。
【００１２】
　また、積層体８においてＡ層４がポリ塩化ビニリデン層である場合には、Ｂ層６が２軸
延伸ポリプロピレン層またはポリエチレンテレフタラート層、Ｂ層６がポリ塩化ビニリデ
ン層である場合には、Ａ層４が２軸延伸ポリプロピレン層またはポリエチレンテレフタラ
ート層である。これらのなかでも、Ａ層４がポリ塩化ビニリデン層、Ｂ層６が延伸ポリプ
ロピレン層またはポリエチレンテレフタレート層であることが好ましい。
【００１３】
　積層体８の厚みは、フィルム２を包装袋とした場合に、被包装物から香料成分および水
分が抜けにくくなり、長期保管が可能となる観点から、好ましくは５μｍ以上、より好ま
しくは１０μｍ以上であり、好ましくは８０μｍ以下である。また、積層体８が２軸延伸
ポリプロピレン層とポリ塩化ビニリデン層との積層体である場合の厚みは１５μｍ以上８
０μｍ以下であることがさらに好ましく、積層体８がポリエチレンテレフタラート層とポ
リ塩化ビニリデン層との積層体である場合の厚みは１０μｍ以上８０μｍ以下であること
がさらに好ましい。
【００１４】
　また、Ｃ層１０の厚みは、フィルム２を包装袋とした場合に、被包装物から香料成分お
よび水分が抜けにくくなり、長期保管が可能となる観点から、好ましくは１０μｍ以上、
より好ましくは１５μｍ以上、さらに好ましくは２０μｍ以上であり、好ましくは８０μ
ｍ以下である。
【００１５】
　また、本発明に用いるフィルムの水蒸気透過度は、フィルム２を包装袋とした場合に、
被包装物から香料成分および水分が抜けにくくなり、長期保管が可能になるという観点か
ら、好ましくは４．０ｇ／（ｍ２・ｄａｙ）以下、より好ましくは、３．６ｇ／（ｍ２・
ｄａｙ）以下である。なお、水蒸気透過度は、ＪＩＳ　Ｋ　７１２９－５：２０１６に基
づいて、４０℃、相対湿度９０％の条件にて測定を行った値である。
　なお、フィルム２を包装袋とした場合に、被包装物から香料成分および水分が抜けにく
くなることにより、４０℃の保管条件において３か月以上の保管が可能となる。
【００１６】
　本発明に用いるフィルムの製造方法は、特に限定されないが、積層体８とＣ層１０とを
積層させる方法が好ましく、ドライラミネート法、押出しラミネート法、ダイレクトラミ
ネート法など公知の方法を採用することができる。これらのなかでも積層体８とＣ層１０
との間に接着層を必要としない観点から、ダイレクトラミネート法が好ましい。なお、積
層体８としては、ＯＰＰ層またはＰＥＴ層とＰＶＤＣ層とを公知の方法により積層させる
ことにより得てもよいし、市販のＫＯＰフィルムやＫＥＴフィルムを用いてもよい。
　また、本発明においてＯＰＰ層は２軸延伸ポリプロピレンを、ＰＥＴ層はポリエチレン
テレフタレートを、ＰＶＤＣ層はポリ塩化ビニリデンを、ＣＰＰ層はキャストポリプロピ
レンを、Ｌ－ＬＤＰＥ層は直鎖状低密度ポリエチレンをそれぞれ主成分とする層であれば
よく、それぞれの層は本発明の目的を阻害しない範囲で他の成分を含んでいてもよい。
【００１７】
　なお、積層体８とＣ層１０とを積層させてフィルム２を得る方法以外の方法であっても
、Ａ層、Ｂ層およびＣ層を積層させることができる方法であれば制限なく採用することが
できる。例えば、Ａ層４を構成するフィルムおよびＣ層１０構成するキャストポリプロピ
レンフィルムを予め作製し、Ａ層４およびＣ層１０の間にＢ層６を構成する原料を溶融さ
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せ押出しラミネート法によりフィルム２を得てもよい。
　また、本発明の効果を阻害しない範囲でＡ層４とＢ層６との間、Ｂ層６とＣ層１０との
間に接着層を設けてもよい。
【００１８】
　また、本発明の効果を阻害しない範囲でフィルム２の表面や裏面に和紙により構成され
る層やアルミ素材により構成される層等の種々の素材から構成される層を積層させてもよ
い。また、Ａ層４、Ｂ層６、Ｃ層１０または種々の素材から構成される層にパッケージ印
刷等の印刷を行ってもよい。また、表面にマット加工等を行ってもよい。
【００１９】
　本発明の包装袋は、上記のフィルム２を袋状とすることにより得られる。フィルムを袋
状とする方法としては、フィルム２を矩形等の所定の形状に切断し、筒状等にすることに
より重なったフィルムの周縁部をヒートシールすることにより袋状とすることができる。
また、ヒートシールの態様としては、特に限定されず、側面シール、スティック型シール
、三方シール、四方シール、封筒貼りシール、ピローシール、ガゼット等を用いることが
できる。
【００２０】
　また、本発明の包装袋により被包装物を密封包装する方法としては、特に限定されない
が、投入するための開口部を残して所定の形状に切断されたフィルム２のヒートシールを
行うことにより筒状または袋状とし、開口部から被包装物を投入して最後に開口部をヒー
トシールする方法；フィルム２を筒状等にすることにより重なったフィルム２の間に被包
装物を配置し、フィルム２における被包装物の周縁部をヒートシールする方法などが挙げ
られる。これにより、被包装物の個装体を得ることができる。
【００２１】
　また、本発明の包装袋により密封包装する被包装物としては、特に限定されないが、香
料成分を含む香気製品や水分を十分に含む製品が好ましく、たとえば、アロマシート、お
しぼり（特に香料成分を含むおしぼり）等が挙げられる。おしぼりの材質は特に限定され
ず、紙製おしぼり、不織布製おしぼりおよび布製おしぼりなど公知のおしぼりを密封包装
することができる。また、接着性の観点から、フィルム２のＣ層１０側が内側（被包装物
側）となるように被包装物を密封包装することが好ましい。
【００２２】
　また、香料成分としては、特に限定されないが、たとえば、シトラス、ペパーミント、
ラベンダー、クロモジ、ニオイコブシ、ヒノキ、スギ、モミ等の香りを有する香料成分が
挙げることができ、これらの香りを有するアロマオイル等を用いることができる。
【００２３】
　本発明の包装袋によれば、被包装物から香料成分および水分が抜けにくくなり、長期保
管を可能とすることができる。また、本発明に用いるフィルムは加工性に優れるため、被
包装物を包装する包装袋とする際にラインスピードを上げた状態で製造を行うことができ
る。
【実施例】
【００２４】
　以下に、実施例を挙げて本発明を説明するが、本発明はこれに限定されるものではない
。なお、本実施例における部および％は、特記しない限り重量基準である。
【００２５】
　実施例および比較例においては、フィルムの水蒸気透過度の測定、保湿性試験および保
香性試験を行った。また、下記において実施例および比較例記載のフィルムＡ～Ｄを用い
て評価を行った。
【００２６】
　（実施例１）
　実施例１のフィルムＡとしては、ＯＰＰ層とＰＶＤＣ層とを有する積層体にＣＰＰ層を
積層させたフィルムであって、積層体の厚さが２０μｍ、ＣＰＰ層の厚さが３０μｍのフ
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Ｃ層がＣＰＰ層であるフィルムである。また、下記においてヒートシールする場合にはＣ
ＰＰ層を内側（おしぼり側）にしてヒートシールを行い、包装袋を形成した。
【００２７】
　（実施例２）
　実施例２のフィルムＢとしては、ＰＥＴ層とＰＶＤＣ層とを有する積層体にＣＰＰ層を
積層させたフィルムであって、積層体の厚さが１２μｍ、ＣＰＰ層の厚さが３０μｍのフ
ィルムを用いた。なお、フィルムＢは図１におけるＡ層がＰＶＤＣ層、Ｂ層がＯＰＰ層、
Ｃ層がＣＰＰ層であるフィルムである。また、下記においてヒートシールする場合にはＣ
ＰＰ層を内側（おしぼり側）にしてヒートシールを行い、包装袋を形成した。
【００２８】
　（比較例１）
　比較例１のフィルムＣとしては、厚さ２５μｍのＯＰＰ層に９ｇの和紙を積層させたも
のを用いた。なお、下記においてヒートシールする場合にはＯＰＰ層を内側（おしぼり側
）にしてヒートシールを行い、包装袋を形成した。
【００２９】
　（比較例２）
　比較例２のフィルムＤとしては、厚さ２０μｍのＯＰＰ層と厚さ２０μｍのＣＰＰ層と
を積層させたフィルムを用いた。なお、下記においてヒートシールする場合にはＣＰＰ層
を内側（おしぼり側）にしてヒートシールを行い、包装袋を形成した。
　また、フィルムの水蒸気透過度の測定、保湿性試験および保香性試験は次のように行っ
た。
【００３０】
　（水蒸気透過度の測定）
　フィルムＡ～Ｄについて、ＪＩＳ　Ｋ　７１２９－５：２０１６に基づいて４０℃、相
対湿度９０％の条件にて水蒸気透過度の測定を行った。結果を表２に示す。
【００３１】
　（保湿性試験）
　フィルムＡ～Ｄをそれぞれヒートシールすることにより不織布製のおしぼり（サイズ：
２５５ｍｍ×２７０ｍｍ）を包装袋内に密封包装し、それぞれについて乾燥機にて４０℃
の条件にて加温保管した。保管前の重量と保管後の重量とを測定し、重量減少量から脱湿
速度を求めた。結果を表２に示す。脱湿速度の値が小さいほど包装袋の保湿性が高いこと
を示す。
【００３２】
　また、脱湿速度からフィルムＡ～Ｄを用いた包装袋により密封包装されたおしぼりの推
定使用期限を算出した。ここで、表１に示すようにおしぼりの水分量と使用感の評価から
、含水率が１００％を下回ると使用感に劣り、乾いていると判断される。なお、表１に記
載の結果は、２５５ｍｍ×２７０ｍｍ、乾燥重量が３．０ｇである不織布製のおしぼりを
表１記載の含水量（含水率）として手触りによる使用感の評価を行い、下記評価基準によ
り評価した結果である。
　＜評価基準＞
○：おしぼりが十分に湿っている
△：おしぼりがやや乾いている
×：おしぼりが乾いている
【００３３】
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【表１】

　上記の脱湿速度でおしぼりの含水率が１００％となる期間を算出し、これを４０℃にお
けるおしぼりの推定使用期限として求めた。結果を表２に示す。
【００３４】
　表２に示すようにフィルムＡまたはＢにより構成される包装袋を用いた場合のおしぼり
の推定使用期限が３～５か月となり、フィルムＣまたはＤにより構成される包装袋を用い
た場合のおしぼりの推定使用期限である１～２か月よりも長期の保管が可能となることが
分かった。
【００３５】
　（保香性試験）
　フィルムＡ～Ｄをそれぞれヒートシールすることにより賦香した不織布製のおしぼり（
サイズ：２５５ｍｍ×２７０ｍｍ）を包装袋内に密封包装し、それぞれについて密封容器
に入れ、２３℃、相対湿度５０％の条件で保管した。保管開始から１日後、２日後、６日
後および１７日後に密封容器内の臭いの有無を確認し、下記評価基準により評価した。結
果を表２に示す。臭いがないほど包装袋の保香性が高いことを示す。
　＜評価基準＞
Ａ：臭わない
Ｂ：少し臭う
Ｃ：激しく臭う
【００３６】

【表２】

【００３７】
　表２に示す結果よりフィルムＡ（実施例１）およびフィルムＢ（実施例２）は、フィル
ムＣ（比較例１）およびフィルムＤ（比較例２）よりも水蒸気透過度が低く、さらにフィ
ルムＡ（実施例１）およびフィルムＢ（実施例２）を用いた包装袋は、フィルムＣ（比較
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例１）およびフィルムＤ（比較例２）を用いた包装袋よりも保湿性および保香性に優れる
ことが分かった。
【符号の説明】
【００３８】
２…フィルム、４…Ａ層、６…Ｂ層、８…積層体、１０…Ｃ層
 

【図１】
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